
                                     
ゲスト・ビジター 
ゲストスピーカー   田口 良一様 
米山奨学生         車 昇汧さん 
 
誕生日祝い 4月 26日 張 碧華会員 

5 月 2 日 中野広行会員 
 
ニコニコボックス  
宮地様  お世話になっております。本日はどうぞよろ

しくお願い致します。 
木宮会長 宮地様、卓話楽しみにしております。 
土居会員 宮地さん、本日の卓話有難うございます。 
     I serveの見本です。 
石渡会員 渡辺正氏、4/26 午後 9 時 40 分逝去。昼の例

会で一緒に食事したのに…、晴天の霹靂！葬
儀無事に終了しました。 

岡田会員 先日の株式会社 渡東取締役会長、渡辺 正
の葬儀にはご供花を頂、大勢ご参列ご厚志も
賜り、ありがとうございました。心より感謝
申し上げます。 

山下会員 宮地様、親子はねやすめ活動ありがとうござ
います！！ 

計 33,000円 塁計 794,291円 
 
会長報告 木宮 雅徳度会長 
・米山奨学生 チャ スンヨンさんに 5 月

分の奨学金をお渡し致します。チャさん
から頂戴しましたお菓子をお配りします。 

・張 碧華会員より、米山奨学会 特別寄
付に 10万円ご寄付頂きました。 

 
幹事報告 相倉 辰徳幹事 

・5月度新旧合同理事役員会を開催致しました。 

・今月の例会および行事予定です。5/17(水)オンライ

ン例会、5/20（土）河川清掃、5/24（水）帝国ホテ

ルにて千代田 6クラブ合同例会、5/31は休会です。 

・親子はねやすめへのご協力ありがとうございました。 

 
次年度幹事報告 藤本 豊大次年度幹事 
次週のオンライン例会後に次年度の各委員長にはそのま
ま残って頂き、ミーティングを致します。都合が悪い委
員長は事前にご連絡をお願い致します。（後日中止と決
定） 
 
御礼 岡田 邦男会員 
5 月 8 日、千代田万世会舘で行われました、義父にあた
る(株)渡東 取締役会長、渡辺正のお別れの会・合同葬
にクラブよりご供花を頂き、皆さんにご参列頂き、ご厚
志を頂きました。ありがとうございます。心より御礼申
し上げます。4 月 26 日の例会に参加し、楽しく過ごし
ましたが、その夜、急性心疾患で亡くなりました。ロー
タリーの方々に大変親しくして頂きました。改めて御礼
申し上げます。 
 
地区研修協議会の報告 
社会奉仕部門 岡田 邦男会員 
ロータリー希望の風に１名当たり 3,000 円以上の寄付を
頂きたいということと、卓話に呼んでほしいとお願いが
ありました。また、地区社会奉仕委員会八木委員長より、
活動計画の概要のお話があり、地区 web サイトにクラブ
の奉仕活動を掲載するよう要請がありました。 
 
行動計画推進部門 海江田 健司会員 
目的としましては、地区の行動計画の立案、各クラブの
クラブビジョンの策定支援ということです。分かりやす
く説明しますと、各クラブでビジョン策定を進めて下さ
い。策定するにあたり委員会を作って下さいとのことで
す。また、「My Rotary」のツールを使ってクラブ会員
の意見を抽出し、ビジョン委員会で素案を揉み クラブ
協議会を開き会員の意見を聞いて下さいという話でした
が、当クラブは数年前から戦略委員会という形で活動が
スタートしていますので、戦略委員会をブラッシュアッ
プしていくことで目的に沿っていけると思います。 

司会進行 海江田健司会員 
点鐘  木宮 雅徳会長 
君が代・それでこそロータリー  
ゲスト・ビジター紹介 
ニコニコボックス報告  

  髙山  肇会員 
    山田 丈夫会員 

海江田健司会員 
会長報告   木宮 雅徳会長 
幹事報告 相倉 辰徳幹事 
出席報告 海江田健司会員 

本日の卓話      クラブ協議会 

次年度事業計画の発表 

第 1324 回・1325 回・1326 回 2023 年 5 月 10 日・17 日・24 日 Vol30-27 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

今後の予定 
6/14（水）(於)ブックハウスカフェ 

「イニシエーションスピーチ」 
加藤 丈晴会員 

 6/21（水）懇親会・慰労会 (於)新世界菜館 
6/28 (水)(於)東京ドームホテル 

      「退任の挨拶」 
    木宮 雅徳会長・相倉 辰徳幹事 

7/5（水）(於)東京ドームホテル 
「就任の挨拶」牛島 聡会長・藤本 豊大幹事 



2022-23年度 第 2回 河川清掃と 
ウォーキングクリーンプロジェクト 

2023年 5月 20日（土） 

 
 

医療的ケア児が法律で認められたのが 4 年前ぐらいで
す。医療的ケア児とは、生まれながら医療機器をつけ生
きるお子さんたちです。日本ほど子供の命を救う国はあ
りません。世界ナンバー１です。重度の病気、障害あら
ゆることに関して生命を救うことに、お医者様は全力を
尽くしています。コロナ前、お子さんを助ける最先端に
いらっしゃった埼玉医大の田村先生より旅行会を視察し
たいとお申し入れがあり、2 泊 3 日の旅行に参加して頂
きました。旅行後、田村先生は、「私は命を救うことに
全力を尽くしてきました。しかし、救った命がどのよう
に生活しているのか、どのように生きているのか、ご家
族はどう介護しているのかは知らかった。大学に戻った
ら若い人たちにしっかり伝えたいと思います。」と仰っ
ていました。 

旅行会には重病のお子さんたちが参加してきます。私
が見ても、この子が参加していいのだろうかと考えてし
まうようなお子さんもいます。ご家族は日々24 時間体
制で介護していますが、今、日本では訪問医療（小児医
療）が少し形になってきました。 

旅行前、お子さんのコンディションを診るために医師、
看護師が訪問しますが、家族の状況が観えます。生活の
状況、家族の状態、時には家庭不和などを感じながら治
療しています。私も家族旅行に参加する家庭を訪問しご
挨拶をします。兄弟がいる場合は、先に友達になるため
に行くわけですが、不思議なもので、玄関のドアを開け
た瞬間に、その家庭の空気感、雰囲気、家庭の課題が分
かります。それほど強いエネルギーや、子どもの生命に
対する緊張感の下で日々生活されていますので、空気感
が違います。日本は世界一こどもの命を救う国ではあり
ますが、ご家族に対してのカバーや対象児に対する法的
な整備は遅れているのではないかと思います。その点に
関して私たちはアプローチができませんが、社会の風土
を少しずつ変えていく必要があると考え活動しています。 

今年７月に 13 回目の旅行会を開催致します。3 組か
ら 4 組のご家族をご案内すると思います。重度のお子さ
んが多いですが、覚悟しながら準備を進めております。 
 今までお見せしたことがありませんでしたが、一番緊
迫感のある入浴の場面のビデオです。看護師さんは大変
逞しいです。子どもの生命力やコンディションをしっか
り把握し入浴介護をします。親御さんは、「この子がこ
んな顔でお風呂に入ったことがないです。」と驚かれま
す。そいう場面が毎回見られます。 
 今までに片手に近いお子さんが天国に逝ってしまいま
した。残念で苦しく時に一緒に泣いてしまいますが、家 
族が共に過ごしたいという思いを旅行会で開放しながら
生きる張り合いを得て頂いているという会です。 
 8 月には皆さんの応援のおかげで 10 周年を迎え、広
がりを見せています。昔、連れて行った兄弟児がボラン
ティアで参加してくれました。また、上場企業にお勤め
の若い青年が会社を辞め、親子はねやすめで出会った兄
弟児の気持ちの動きや障害児の将来のことを勉強したい
と考え、この 4月から東京大学大学院に行っています。 
 

 

 

 
親子はねやすめができることはたかが知れています。 

できれば、いろんな所でこういう形の活動を生み出した
いと思います。その方法は、ボランティアが社会人にな
り、会社の中で友人、同僚と価値観を生み出したり、企
業に提案したり、将来的にこのようなことが起きると思
います。それをたくさん起こしたいと思っております。 
今後、社会で働く 10 人のうち 1 人が障害を持っている
と言われています。今までにないタイプの同僚が出てき
ますので、その時に企業は柔軟に対応していかなければ
いけないというのがこれからの社会だと思います。 
親子はねやすめが、若い人たちにいろんな影響を与え

ることに関して、とても高い価値があり、より広がって
いくようにしていきたいと思っております。 
 今年はバーベキュー、旅行会を 2 回、東北でのイベン
トなどを予定していますので、若い学生たちが活動でき
るご支援を引続きお願いしたいと思っております。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

出席報告 
会 員 数  
出  席  
Z O O M 

38名 
20名 
 2名 

ゲ ス ト  
ビジター 

 3名 
 0名 

合 計 25名 

親子はねやすめの報告 

NPO 法人親子はねやすめ代表理事・東京神田 RC 宮地 浩太様 



 
 
 
 
 

 
会長報告 木宮 雅徳会長    
5/14(日)に神田祭の神輿宮入が行われました。5/16、
KOG 会（神田・お茶の水のゴルフの会）無事終了、6/6
は茶楽会です。20日は河川清掃です。 
岩本町ファミリーバザールが 5/27,5/28,6/3,6/4です。 
 
幹事報告  相倉 辰徳幹事 
次週 26 日は千代田 6 クラブ合同例会です。帝国ホテル 
2 階 「孔雀東の間」で開催されます。当日の座席は、
会長・幹事は指定席、その他の会員はランダムに割り振
られます。5月 31日は休会です。 
 
地区研修協議会の報告 
米山奨学部門 山下 憲男会員 
鈴木孝雄パストガバナーの卓話があり、テーマは米山学
友との交流の活性化でした。グループディスカッション
では米山奨学生を受け入れて良かったこと、苦労したこ
とを話し合いました。米山奨学会は米山梅吉氏が逝去後、
功績を記念して東京 RC が創設しました。年間の奨学生
は 900 人、年間事業費は 10 億 5 千万円です。数々の奨
学金制度がありますが、米山は 60 年の歴史があり、カ
ウンセラーがつくのは米山だけです。累計 22875 名の奨
学生を受入、送り出しています。当クラブはお国に帰っ
た奨学生もオンライン会員になれるように、全世界に通
用するように細則を変更しましたと発表しました。他ク
ラブでは米山の寄付金が集まらず苦労しているクラブも
あるようですが、当クラブはクラブ会費と一緒に請求し
ています。 
 
クラブ運営支援部門 中野 広行会員 
ポイントはロータリー賞にエントリーして下さいとのこ
と。事前に My Rotary に登録。会長が 13 の目標を決め
ます。クラブアワードの表彰や卓話の充実をしましょう
という話でした。公共イメージ・デジタル化推進委員会 
木宮委員長より、クラブを活性化のためにデジタル化と
SNS を活用して発信しましょうと話がありました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
奉仕の理念 The ideal of serviceとは 
・超我の奉仕   Service above self 
・最もよく奉仕する者、最も多く報いられる  One 
profits most who serves best   

言い換えると『相手を思いやり、役立つ事をする』と言
うことです。 
ロータリーの成り立ち 
1896年、ポール・ハリスはシカゴで弁護士事務所を

開設します。当時のシカゴは大変繁栄はしていましたが、
商業道徳は地に落ちました。そのような世相の中で人々
の心の渇きをどうしたら癒せるのか悩みました。信頼で
きる仲間と親睦を深める職業人のクラブ、一つの職業か
ら一人を会員とする職業人のクラブを作ろうと考えまし
た。そして 3人の仲間と 1905年 2月 23日に会合を開き
ました。これがのちのロータリークラブ設立の最初の会
合です。当初、奉仕の概念はありませんでした。会員同
士で行う原価での取引きをして利益をあげ、会員相互の
親睦を深めることが目的だったのです。 
 ある会員が弁理士のドナルド・カーターに入会を勧め
ましたが、彼は、「自分たちの利益だけ考え、社会的に
何もしない団体に将来性はない。入会は断る。」と強烈
な言葉を返してきました。ポールはその言葉を聞いて
「なるほど、その通りだ。」と反省し、社会に役立つこ
とをしようと決意しました。ロータリーの活動に奉仕の
概念が加わった重要な出来事でした。 
 このことがきっかけになり、地域のために何かできな
いか考えるようになっていきました。これが公衆便所の
建設計画に発展します。1909 年、ロータリーからシカ
ゴ市などの行政に働きかけ公衆便所の設置を実現させま
す。これがシカゴロータリークラブの最初の奉仕活動で
す。公衆便所の設置をきっかけに、社会に役立つことを
しようという奉仕の概念ができました。商売で儲けよう
とする親睦派にとっては、ポールの新しい考えは受け入
れられない会員もでてきます。親睦派と世のため人のた
めも大切にする奉仕派の対立が生まれました。 
シャルドン入会 
1908 年、アーサー・F・シェルドン入会。シェルドン

が自ら唱える 「最もよく奉仕する者、最も多く報いら
れる」と言う経営理論を提言し、当時の会長ポール・ハ
リスはこの考え方に共鳴し、ロータリーに取り入れまし
た。1911 年、全米ロータリ―クラブ連合会の大会で、
シェルドンの提唱した、「最もよく奉仕する者、最も多
く報いられる」He profits most who serves best がロ
ータリー宣言に採択されました。Service, not self と
言う標語も提言されたが、後に「超我の奉仕」 Service 
above selfに変わりました。  
理論派と実践派の主張の対立 
理論提唱派 
自己研鑽により奉仕の心を育み、職業倫理を高めてゆ

こう、奉仕活動は個人の立場で行うべきであるという考
え。 
奉仕実践派 
社会的弱者等に対し人道的な奉仕をクラブとして実践

しようという考えを基に、身体障害者養護学校設立へ積
極的に取り組みます。 

司会進行 海江田健司会員 
点鐘  木宮 雅徳会長 
それでこそロータリー   
会長報告   木宮 雅徳会長 
幹事報告 相倉 辰徳幹事 

第 1325 回 2023年 5 月 17 日（水）  

オンライン例会 
『奉仕の理念を未来へ繋ぐ  

決議 23－34 から紐解く奉仕の心』 

西村美智子会員 



この二つの考え方をめぐり論争が引き起こされます。 
奉仕実践派のオハイオ州にある病院長、エドガー・ア

レンというロータリアンがいました。アレンは一人息子
を交通事故で亡くし、「わが子が生きていたら、あの子
たちと同じ障害と闘いながら生きているかもしれない」
と思い、自分もお金を出し、クラブにも協力してもらい、
身体障害者養護学校を設立しました。さらに全米身体障
碍者養護協会を立ち上げ、多くの人々に理解され、ロー
タリーの評価も上がってきました。しかし、ロータリー
クラブのない所に、どのロータリークラがどの様に関わ
るかなどの課題が残りました。個人としてもロータリア
ンとしても障害者支援事業に心血を注いできた奉仕実践
派のアレンを理論提唱派のシェルドンは、「全米の問題
をロータリークラブが解決するべきとは論外だ。」「ロ
ータリーは奉仕の心を学び研鑽、奉仕は個人奉仕が本質
であり団体奉仕は筋が違う」と非難しました。 

数々の非難を受け思い悩んだアレンは、1922 年にポ
ール・ハリスに自分の思いを綴り手紙を書きました。ポ
ール・ハリスから、「あなたを責める理論は間違ってな
い、あなたが実践する奉仕はロータリーに反していない、
両方が調和し解決が諮れるよう国際大会で提案したい。」
と返事がありました。ナッシュビルロータリークラブの
ウィリアム・メイニア・ジュニアが知恵を絞って、両派
を調和させる提案書を書き上げました。これが 1923 年
のセントルイス国際大会での決議 23-34です。 
決議 23-34のタイトル 

現在のタイトルは「社会奉仕に関する 1923 年の声明」
となっています。1923年当時の社会奉仕（Community 
service) は個人生活、事業生活、社会生活全般と解釈
されました。社会奉仕となっているが、全ての奉仕活動
に関しての指針です。 
決議 23-34の内容 
第 1 項 ロータリーとは 
第 2 項 ロータリークラブとは 
第 3 項 国際ロータリーとは 
第 4 項 ロータリーの奉仕とは 団体奉仕の条件 
第 5 項 ロータリークラブと国際ロータリーの関係 
第 6 項 ロータリークラブの奉仕活動の指針 
（1）ロータリーの基本理念「奉仕の理念」を示した唯

一の公式文書 
（2）ロータリーの全ての活動の指針 

・国際ロータリーとロータリークラブ、ロータリア
ンのあるべき姿を明確にし、ロータリアンとロー
タリークラブが行う諸活動の指針を示す  

・奉仕の実践を巡る、理論派と実践派の対立を解決
させた 

・奉仕の理念を奉仕活動の実践に移すことを説く 
決議 23-34 第 1項 ロータリーとは 

ロータリーは、基本的には、一つの人生哲学であり、
それは利己的な欲求と義務およびこれに伴う他人のため
に奉仕したいという感情とのあいだに常に存在する矛盾
を和らげようとするものである  

この哲学は奉仕「超我の奉仕」Service above self 
の哲学であり、これは「最もよく奉仕する者、最も多く
報いられる」One profits most who serves best とい
う実践的な倫理原則に基づくものである 
・この理念は「他人のことを思いやり、他人のために尽
くそう」と言い表せます。 
決議 23-34  第 2項 ロータリークラブとは 

本来ロータリークラブは、事業および専門職務に携わ
る人の代表および地域のリーダーとして、ロータリーの
奉仕の哲学を受け入れ、次の 4 つのことを実行すること
を目指している人々の集まりである。 

第１に、奉仕の理論が職業および人生における成功
と幸福の真の基礎であることを団体で学ぶこと 
第 2 に、自分たちのあいだにおいても、また地域社会に
対しても、その実際例を団体で示すこと 
第 3 に、各人が個人としてこの理論をそれぞれの職業お
よび日常生活において実践に移すこと 
第 4 に、個人として、また団体としても大いにこの教え
を説き、その実例を示すことによって、ロータリアンだ
けでなく、ロータリアン以外のすべての人々が、理論的
にも実践的にも、これを受け入れるように励ますことで
ある 
決議 23-34 第 3項 国際ロータリーとは  
国際ロータリーの役割が述べられている 

1. 奉仕理念の擁護、育成と普及 
2. クラブの拡大と援助､運営管理 
3. 情報伝達機能と各クラブの運営及び奉仕活動の標

準化 
決議 23-34 第 4項  ロータリーの奉仕とは」 
ロータリー運動は、理論と実践が伴わなければならない
ことを条件付きでクラブの奉仕活動を認める  
決議 23-34 第 5項 クラブと国際ロータリーの関係 
クラブの自治権に関する権利と義務を明記し、国際ロー
タリーはこれに一切干渉できない  
決議 23-34 第 6項 奉仕活動の選択基準・準則  
クラブが団体的な奉仕活動を実践する場合の種々の指針
奉仕の理念を未来へ繋ぐ 

（1）ロータリーは人生哲学、それは、 
Service above self「超我の奉仕」、 
One profits most who serves best「最もよく奉仕す
る者、最も多く報いられる 」これを常に携えて、 

（2）行動・実践、この哲学を次世代に繋ぐ 
まず私たちが「奉仕の理念」を学び、携え、実践行動
し、次世代に繋ぐことで 価値ある未来を創ることが
出来るのではないでしょうか。 

決議 23－34って何？ 
奉仕の理念に触れる唯一のドキュメント 
奉仕の理念は、「超我の奉仕」と「最もよく奉仕する者、
最も多く報いられる」であり、これがロータリーの哲学
です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2023 年 5 月 24 日（水）受付開始 11：30 
 開会点鐘 12：30 
 食 事 等 12：35～13：00 
 卓 話   13：00～ 
 閉会点鐘 13：30 
 
会  場 ： 帝国ホテル 2 階 「孔雀東の間」 

             東京都千代田区内幸町 1-1-1 
 卓話講師 ： ㈱三井住友銀行 国際金融研究所 

 理事長 古澤 満宏 氏 
 

当クラブ会員出席：23名 

第 1326 回 2023 年 5月 24 日（水）  

千代田 6 クラブ合同例会 

(於)帝国ホテル 


